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In f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f

※上記特別展はすべて、中学生以下無料。障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障がい者手帳などをご提示ください）。／お問合せ：050-5541-8600 （ハローダイヤル）
※◉は国宝、◎は重要文化財（重文）、○は重要美術品（重美）を表します。特に表記のないものは東京国立博物館蔵です。

観覧料：一般2,000円、大学生1,200円、高校生900円　＊事前予約（日時指定券）が必要です。展覧会公式サイト等でご確認ください。 
展覧会公式サイト https://chojugiga2020.exhibit.jp/

展覧会公式サイト https://tsumugu.yomiuri.co.jp/shorinji2020/

Information特 別 展 

特別展「国
こ く

宝
ほ う

 鳥
ちょう

獣
じゅう

戯
ぎ

画
が

のすべて」
 平成館特別展示室   4月13日㊋～5月30日㊐

　鳥獣戯画といえば兎や蛙、猿が登場する甲
こう

巻
かん

が有名ですが、今回ご注目いただきたいの
は丙

へい

巻
かん

。前半が人物戯画、後半が動物戯画から成る巻で、もとは表裏に描かれていたものを、
紙を薄く剝いで今の形になったことがわかりました。よく見ると線の特徴も異なり、別の人物
によって描かれたとみられます。通常は人物戯画と動物戯画は期間中に場面替えをすること
が多いのですが、今回の「全巻全場面展示」では両者を同時に見比べることができます。
　加えて本展では、鳥獣戯画の伝わった高

こう

山
さん

寺
じ

中
ちゅう

興
こう

の祖・明
みょう

恵
え

上
しょう

人
にん

の事跡もご紹介しま
す。なかでも見逃せないのが「日本絵巻史上の最高傑作」とも評される春

か す が

日権
ごん

現
げん

験
げん

記
き

絵
え

で、
明恵上人の真摯な信仰世界を垣間見ることができます。このほか、明恵上人生誕地で青年
期の修行地でもあった和歌山の浄

じょう

教
きょう

寺
じ

からゆかりの寺宝も出陳されます。 （土屋貴裕）

特別展

「国
こ く

宝
ほ う

 聖
しょう

林
り ん

寺
じ

十
じゅう

一
い ち

面
め ん

観
か ん

音
の ん

  
  ―三

み
輪
わ
山
やま
信
しん
仰
こう
のみほとけ」

 本館特別5室   6月22日㊋～9月12日㊐

　すぐれた仏像が多く残る天平彫刻の中でも、この像のように
威厳と優美を兼ねそなえた像は多くありません。拝するものを見
つめる目、引き締まった唇からは仏の威厳が伝わります。肩や胸
が広くて厚みのある体は堂 と々しています。一方、美しく曲げられ
た両手の指や、柔らかな衣のひだ、両腕から台座に垂れる天衣
の優美な曲線には心がひかれます。天平彫刻の最高峰のひとつ
にあげられるのにふさわしい像です。会場では像の周りに広い空
間をとり、美しい正面の姿ばかりでなく、厚みに圧倒される横か
らの姿、寺では見ることができない後ろ姿もご覧いただけます。
 （丸山士郎）

◉鳥
ちょう

獣
じゅう

戯
ぎ

画
が

　丙
へい

巻
かん

　平安～鎌倉時代・12～13世紀　京都・高山寺蔵　

人物・動物戯画の境の部分。両端の丸い墨汚れは紙を剝ぐ前に付いたものです。山折りにするとちょうど重なります
◎仏

ぶつ

涅
ね

槃
はん

図
ず

鎌倉時代・13世紀　和歌山・浄教寺蔵
釈迦入滅の様子を描いた仏画で明恵
上人の思想を反映した図様とされます

春
かすが

日権
ごん

現
げん

験
げん

記
き

絵
え

　巻
まき

第
だい

十
じゅう

七
なな

詞書：良信筆、絵：高階隆兼筆　鎌倉時代・延慶2年（1309）頃
宮内庁三の丸尚蔵館蔵　展示期間：4月13日（火）～5月9日（日）
インド渡航を目指す明恵上人に対し、春日明神が中止を訴
える場面です

頭
ず

上
じょう

面
めん

頭上には11の面がありましたが、現在
は仏面1、菩薩面2、怒った面3、牙を
出した面2が残ります

右手
力を抜いてゆったりとした指の美しさ
に目をうばわれます。左手は優雅に水
瓶を捧げ持ちます

◉十
じゅう

一
いち

面
めん

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

奈良時代・8世紀　奈良・聖林寺蔵

（部分）

（部分）

（部分）

（部分）
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In f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n

展覧会公式サイト https://tsumugu.yomiuri.co.jp/horyuji2021/

展覧会公式サイト https://saicho2021-2022.jp/　※＊印の作品は展示期間が未定です。

伝教大師1200年大遠忌記念 特別展 

「最
さ い

澄
ちょう

と天
て ん

台
だ い

宗
しゅう

のすべて」
 平成館特別展示室   10月12日㊋～11月21日㊐

　平安時代のはじめに、仏教界に新しい旋風を巻き起こした
二大巨頭といえば、伝

でん

教
ぎょう

大
だい

師
し

最澄と弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

空
くう

海
かい

。本展の
主役は、延

えん

暦
りゃく

寺
じ

を創建して天台宗を開き、誰もが悟りを開け
るという究極の平等思想を説いた最澄です。最澄が分け入っ
た比

ひ

叡
えい

山
ざん

は、現在は一山すべてが延暦寺の境内となっていま
す。鎌倉時代には法

ほう

然
ねん

、親
しん

鸞
らん

、道
どう

元
げん

など仏教界のスターを輩
出して、日本の宗教史上、母なる山と呼ばれました。本展では
最澄没後1200年の大遠忌を記念し、日本文化形成のなかで
重要な役割を果たした最澄と天台宗の足跡を、初出展を含む
数々の貴重な宝物から紐解きます。 （皿井舞）

聖徳太子1400年遠忌記念 特別展  

「聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

と法
ほ う

隆
りゅう

寺
じ

」
 平成館特別展示室   7月13日㊋～9月5日㊐

　聖徳太子の実像と太子信仰の世界に迫る本展では、法隆寺
から普段間近で拝観することのできない数多くの文化財が出
品されます。
　なかでも注目したいのが金堂に安置されている国宝 薬師如
来坐像です。厳格な構図に基づく姿と柔らかな造形の調和が
魅力的な古代金銅仏の傑作です。
　光

こう

背
はい

裏に刻まれた銘文によると、聖徳太子の父である用
よう

明
めい

天皇が病の折に薬師像と寺の造立を発願したものの、崩御の
ために実現できず「丁

ひのと

卯
う

年」（推
すい

古
こ

天皇15年〈607〉）に至って
推古天皇と聖徳太子が完成させたといいます。
　この年は法隆寺の創建年とされており、薬師像は法隆寺の
根本本尊として尊崇されてきました。しかし美術史上では造形
や鋳造技法の検討から７世紀中頃の制作と考えられ、成立事
情に大きな謎が残されています。 （三田覚之）

◎聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

像
ぞう

（孝
きょう

養
よう

像
ぞう

）
鎌倉時代・13世紀  奈良・法隆寺蔵 
後期展示予定
聖徳太子が16歳の折、父であ
る用明天皇の病気平癒を祈っ
て仏に香炉を捧げる姿です

◉薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

飛鳥時代・7世紀　奈良・法隆寺蔵

◎阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

＊

平安時代・10世紀
京都・真正極楽寺（真如堂）蔵
最澄の高弟、円

えん

仁
にん

の作と伝えられる
秘仏本尊。寺外初公開の貴重な機
会となります

◉ 聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

及
およ

び天
てん

台
だい

高
こう

僧
そう

像
ぞう

  十
じっ

幅
ぷく

のうち  最
さい

澄
ちょう

＊

平安時代・11世紀　兵庫・一乗寺蔵
最澄の肖像画で最古のもの。中国で天台宗を開いた智

ち

顗
ぎ

の姿に似ています

◉光
こう

定
じょう

戒
かい

牒
ちょう

　
嵯峨天皇筆 
平安時代・弘仁14年（823）　  
滋賀・延暦寺蔵
最澄の弟子でその志を継いだ光定の
受戒証明書。書に秀でた嵯峨天皇の
宸筆です

（部分）
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季節はめぐり、トーハクにもまた春が訪れました。「博物館

でお花見を」では、本館の各展示室で、絵画や陶磁器など

桜をモチーフにした様々な日本美術の名品に出会うこと

ができます。美しい作品たちがトーハクの春を彩ります。

13室

 色
いろ

絵
え

桜
おう

花
か

鷲
わし

文
もん

大
おお

皿
ざら

伊万里　江戸時代・18世紀
加瀨礼二氏寄贈
展示期間：2月16日（火）～5月9日（日）

豪華絢爛な大皿です。鷲の羽にいたる  
まで、金彩がふんだんに使われています

博物館
で

お花見を
名品たちと出会う、トーハクの春

7室

 源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

     
（絵

え

合
あわせ

・胡
こ

蝶
ちょう

）
狩野〈晴川院〉養信筆　 
江戸時代・19世紀
展示期間：3月9日（火）～4月18日（日）

鮮やかな色彩や白く輝く桜が美し
い、華やかで春らしい作品です

（左隻）

（右幅）

器
面
い
っ
ぱ
い
に

　
描
か
れ
た
花
鳥
に
注
目

雲
の
あ
い
だ
か
ら
見
え
る

優
美
な
春
の
一
場
面

8室

 振
ふり

袖
そで

 鶸
ひわ

色
いろ

縮
ちり

緬
めん

地
じ

桜
さくら

藤
ふじ

菊
きく

尾
お

長
なが

鳥
どり

模
も

様
よう

江戸時代・19世紀　阿部美代子氏寄贈　
展示期間：3月2日（火）～4月25日（日）

小裁の振袖は少女が着用したのでしょう。四季折々の花の折
枝をふっくらとした刺繡で表した宮廷の好みの意匠です

鶸
色
に
映
え
る
、多
彩
な
花
々

8室

 桜
おう

花
か

図
ず

広瀬花隠筆　江戸時代・19世紀 
展示期間：3月9日（火）～4月18日（日）

桜の品種が増えた江戸時代、もっぱら桜花を  
描いたことで知られる花隠の佳品です

透
明
感
あ
る
花
び
ら
の

描
写
が
美
し
い

※ 「博物館でお花見を」期間限定で、東京国立博物館 鑑賞ガイドアプリ「トーハクなび」で参加するクイズ形
式のスタンプラリーやオンラインによる投句を開催します。詳細は当館ウェブサイトでお知らせいたします。

※ 本館北側の庭園は、2020年12月8日（火）より当面の間、大規模工事のため全面閉鎖しております。
「博物館でお花見を」開催期間中も、立入りエリアに制限や変更が生じる場合がございます。最新の情報
は当館ウェブサイトでお知らせいたします。

3月1
6日（

火）

▼

4月1
1日（

日） 
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5

総合文化展 ｜ 見どころ案内

　
貴
重
な
文
化
財
を
未
来
へ
と
伝
え
て
い
く
た
め
、
当

館
保
存
修
復
課
で
は
日
頃
か
ら
展
示
・
収
蔵
環
境
を
整

え
、
科
学
的
な
分
析
調
査
と
、
必
要
に
応
じ
て
修
理
を

行
い
、
作
品
の
状
態
維
持
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本

特
集
は
、
こ
れ
ら
保
存
と
修
理
の
成
果
を
ご
紹
介
す
る

恒
例
企
画
で
す
。

　
昨
年
度
、
同
時
期
に
開
催
予
定
だ
っ
た
特
集
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
臨
時
休

館
と
な
っ
た
た
め
企
画
を
一
部
変
更
し
、
一
昨
年
と
昨

年
に
修
理
を
終
え
た
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。
欠

失
部
の
復
元
に
よ
り
、
全
容
が
明
ら
か
と
な
っ
た「
突と

つ

線せ
ん

鈕ち
ゅ
う

3
式し

き

銅ど
う

鐸た
く

」、
華
麗
な
色
彩
に
あ
ふ
れ
た「
四し

季き

花か

鳥ち
ょ
う

図ず

巻か
ん

」な
ど
全
9
件
の
作
品
を
、
修
理
方
法
や
修

理
工
程
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
パ
ネ
ル
と
と
も

に
ご
紹
介
し
ま
す
。
修
理
の
過
程
で
得
ら
れ
た
情
報
と

あ
わ
せ
て
作
品
を
鑑
賞
い
た
だ
け
る
、
貴
重
な
展
示
と

な
り
ま
す
。 

（
横
山
梓
）

　
3
月
3
日
は
桃
の
節
供
。
雛
祭
に
ち
な
ん
で
恒

例
と
な
っ
た
特
集
展
示
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
、
昨

年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
惜
し
く
も
臨
時
休
館
と
な
っ
た
た
め
1
日
し
か

公
開
で
き
な
か
っ
た
展
示
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
ま

す
。
な
か
で
も
、
前ま

え

川か
わ

冨ふ

士じ

子こ

氏
ご
寄
贈
の
雛
飾

り
と
日
比
谷
家
伝
来
の
古こ

今き
ん

雛び
な

は
注
目
の
作
品
。

江
戸
の
雛
文
化
の
頂
点
を
示
す
品
が
一
堂
に
展
示

さ
れ
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
ま
た
天あ

ま

児が
つ

・
這ほ

う

子こ

や
立た

ち

雛び
な

に
よ
っ
て
、
雛
人
形
の
発
展
を
概
観
す
る
と
と

も
に
、
当
館
所
蔵
の
衣い

裳し
ょ
う

人に
ん

形ぎ
ょ
う

の
優
品
を
展
示
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
を
通
じ
、
繊
細
で
美
し
く
、

そ
し
て
か
わ
い
ら
し
い
も
の
を
尊
び
、
高
い
技
術

を
駆
使
し
て
作
品
を
つ
く
り
上
げ
て
き
た
日
本
の

美
意
識
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

（
三
田
覚
之
）

特
集 

お
ひ
な
さ
ま
と
日に

本ほ

ん

の
人に

ん

形ぎ
ょ
う

特
集 

  

東と

う

京き
ょ
う

国こ

く

立り

つ

博は

く

物ぶ

つ

館か

ん 
 
 

コ
レ
ク
ション
の
保ほ

存ぞ

ん

と
修し

ゅ
う

理り

平
成
館
企
画
展
示
室
　

3
月
23
日
㊋
↓
4
月
18
日
㊐

本
館
14
室
　

2
月
23
日
㊋
・
㊗
↓
3
月
21
日
㊐

最高峰の細密雛道具
雛
ひな

人
にん

形
ぎょう

および雛
ひな

道
どう

具
ぐ

江戸時代・安政7年（1860）ほか　前川冨士子氏寄贈
とても小さな雛人形とお道具の数々。江戸の地でつくられた雛飾り
の傑作です

簞笥を開けてみると、そこには…！
簞
たん

笥
す

（源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

蒔
まき

絵
え

雛
ひな

道
どう

具
ぐ

より）
江戸時代・安政7年（1860）　前川冨士子氏寄贈
簞笥を開けると浦島太郎に乙姫。扉の内側まで贅沢に
凝っています

オリジナルの絵付けが再び
五
ご

彩
さい

人
じん

物
ぶつ

文
もん

長
ちょう

方
ほう

合
ごう

子
す

中国・景徳鎮窯「大明万暦年製」銘
明時代・万暦年間（1573～1620）　横河下枝氏寄贈
鑑賞の妨げとなっていた、古い修理による補彩
を除去しました

鮮明になった花鳥とダイナミックな描写に注目！
四
し

季
き

花
か

鳥
ちょう

図
ず

巻
かん

王岡筆　中国　清時代・18世紀
紙の汚れや折れがなくなり、華やかな色使いが鮮明になりました

愛嬌のある  
表情が印象的
衣
い

裳
しょう

人
にん

形
ぎょう

 吉
きち

弥
や

江戸時代・18世紀
歌舞伎役者の上

かみ

村
むら

吉
きち

弥
や

を写
したと伝わるお人形。色っ
ぽさが漂います

（部分）

（部分）

※2020年の特集「おひなさまと日本の人形」の解説動
画は、当館YouTubeチャンネルよりご覧いただけます。

（部分）

鳳凰の嘴
くちばし

も  
銀でより美しく
単
たん

鳳
ほう

環
かん

頭
とう

柄
つか

頭
がしら

古墳時代・6世紀
埼玉県秩父郡皆野町
稲荷塚古墳出土

銹
さび

の除去により、オリジナル
の銀象嵌がよみがえりました
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東
洋
館

東
洋
館

本
館

本
館

　
中
国
で
つ
く
ら
れ
た
仏
像
の
素
材
に
は
、

古
く
か
ら
人
々
に
な
じ
み
の
あ
る
石
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
中
国
の
王

朝
の
ひ
と
つ
、
北ほ
く

魏ぎ
（
3
8
6
〜
5
3
4
）

の
時
代
に
は
大
規
模
な
石せ
っ

窟く
つ

寺
院
が
建
て

ら
れ
る
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
優
れ
た
石

造
の
仏
像
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
北
魏
は
の

ち
に
東と
う

魏ぎ

と
西せ

い

魏ぎ

に
分
か
れ
ま
す
が
、
東
魏

時
代
に
石せ
っ

灰か
い

岩が
ん

で
つ
く
ら
れ
た
こ
の
像
は
、

北
魏
の
仏
像
の
特
徴
を
受
け
継
い
で
い
ま

す
。
例
え
ば
、
重
ね
着
を
す
る
服
装
は
北
魏

時
代
に
つ
く
り
出
さ
れ
、
そ
の
後
も
流
行
し

た
形
式
で
す
。
細
長
い
顔
立
ち
や
優
し
く
微

笑
む
表
情
、
横
か
ら
見
る
と
ほ
っ
そ
り
と
し

た
体
つ
き
な
ど
も
北
魏
時
代
以
来
の
特
色
で

す
。 

（
増
田
政
史
）

　
中
国
な
ど
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
し
い
染

織
品
は
、
小
さ
な
端は

切ぎ

れ
と
な
っ
て
も
大
切

に
保
管
さ
れ
、「
名め
い

物ぶ
つ

裂ぎ
れ

」
と
し
て
珍
重
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
も
、
名
物
裂
の
ひ
と
つ
で
す
。

深
い
青
緑
色
の
絹
地
に
、
た
く
さ
ん
の
兎
が

金き
ん

糸し

で
織
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ふ
っ
く

ら
と
し
た
体
に
、
前
足
を
ち
ょ
こ
ん
と
上
げ

て
振
り
返
る
姿
が
、
な
ん
と
も
愛
ら
し
い
作

品
で
す
。
兎
の
隣
に
配
さ
れ
た
、
盛
り
上
が

っ
た
地
面
と
花
樹
を
含
め
て
、
こ
の
文
様
を

「
花は

な

兎う
さ
ぎ

」と
称
し
ま
す
。
ま
た
、こ
の
よ
う
な

作
品
は
茶
人
の
角す
み
の

倉く
ら

了り
ょ
う

以い

が
愛
用
し
た
こ
と

か
ら
、「
角
倉
金
襴
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

可
憐
な
兎
た
ち
に
は
、
昔
の
茶
人
が
愛
好
し

た
魅
力
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。（
沼
沢
ゆ
か
り
）

　
も
し
「
美
し
い
描
線
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
開

催
さ
れ
た
ら
、
真
っ
先
に
こ
の
絵
を
推
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
大
会

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
本

作
品
の
描
線
は
、
み
る
者
を
虜と
り
こ

に
し
て
し
ま

う
不
思
議
な
魔
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
文
殊
の
髪
や
獅
子
の
毛
並
は
、
シ
ャ
ー
プ

で
規
則
正
し
い
美
麗
な
流
線
形
を
描
き
、
対

し
て
着
衣
や
獅
子
の
輪
郭
は
、
抑
揚
と
凹
凸

の
効
い
た
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
筆
使
い
を
見
せ
ま

す
。
微
細
な
墨
線
の
合
間
を
縫
う
よ
う
に
配

さ
れ
た
、
超
絶
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
も
い
う
べ
き

金き
ん

泥で
い

線せ
ん

も
見
逃
せ
な
い
で
し
ょ
う
。
展
示
室

で
こ
の
作
品
に
対
峙
し
た
と
き
、
は
た
し
て

あ
な
た
は
、
こ
の
描
線
の
魔
力
に
抗
う
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。 

（
高
橋
真
作
）

　
長
絹
は
も
と
も
と
、
宮
廷
貴
族
の
少
年
が

着
用
す
る
公
家
装
束
の
一
種
で
し
た
。
紗し

ゃ

や

絽ろ

と
い
っ
た
薄
手
の
絹
地
で
仕
立
て
ら
れ
袖

幅
が
広
く
雅
や
か
な
衣
装
は
、
能
装
束
に
取

り
入
れ
ら
れ
て
女
性
役
の
上
衣
と
し
て
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
能
「
賀か

茂も

」

に
お
け
る
女
神
役
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
天

女
、
巫
女
と
い
っ
た
役
に
用
い
ら
れ
る
際
に

は
、
舞
台
で
舞
う
と
き
に
広
い
袖
が
優
美
に

翻
ひ
る
が
え

り
ま
す
。
こ
の
長
絹
に
は
、
金
の
丸
籠

の
中
に
た
お
や
か
に
し
だ
れ
る
藤
の
花
を
入

れ
た
大
き
な
紋

が
織
り
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
裾

に
は
金
糸
で
織

ら
れ
た
蝶
が
舞

い
、
こ
の
世
の

も
の
と
は
思
え

な
い
美
し
い
女

性
の
姿
を
象
徴

す
る
か
の
よ
う

で
す
。

（
小
山
弓
弦
葉
）

◎騎獅文殊図　霊彩筆、龍崗真圭賛
室町時代・15世紀

◎如来三尊立像
中国　東魏時代・6世紀

長絹 茶地藤蝶模様
奈良・金春家伝来
江戸時代・18世紀

※東洋館地下1階11・12・13室は、5月10日（月）～7月5日（月）まで閉室します。

濃縹地花兎文様金襴 
角倉金襴
前田家伝来
中国
明時代・16～17世紀

（部分）

（花兎部分）

中
国
で
つ
く
ら
れ
た
石
仏
の
優
品

昔
の
人
の
心
も
と
ら
え
た
可
憐
さ

重
文
　
如に

ょ

来ら
い

三さ
ん

尊ぞ
ん

立り
ゅ
う

像ぞ
う

濃こ
き

縹は
な
だ

地じ

花は
な

兎う
さ
ぎ

文も
ん

様よ
う

金き
ん

襴ら
ん

角す
み
の

倉く
ら

金き
ん

襴ら
ん

3
月
16
日（
火
）〜
4
月
25
日（
日
）

3
室
　
禅
と
水
墨
画
―
鎌
倉
〜
室
町

4
月
27
日（
火
）〜
6
月
27
日（
日
）

9
室
　
能
と
歌
舞
伎

通
年
展
示

1
室
　
中
国
の
仏
像

4
月
27
日（
火
）〜
7
月
4
日（
日
）

5
室
　
中
国
の
染
織

美
し
い
描
線
の
魔
力

重
文
　
騎き

獅し

文も
ん

殊じ
ゅ

図ず

能
舞
台
で
花
と
蝶
が
優
雅
に
舞
う

長ち
ょ
う

絹け
ん 

茶ち
ゃ

地じ

藤ふ
じ

蝶ち
ょ
う

模も

様よ
う
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平
成
館

法
隆
寺
宝
物
館

黒
田
記
念
館
　

　
厳
格
な
面
持
ち
で
真
っ
直
ぐ
こ
ち
ら
を
見

つ
め
て
く
る
こ
の
男
性
こ
そ
、
近
代
の
洋
画

壇
を
牽
引
し
た
黒
田
清
輝
で
す
。
黒
田
は
、

数
え
年
50
歳
で
こ
の
自
画
像
を
描
き
ま
し

た
。

　
黒
田
の
教
え
子
で
洋
画
家
の
中
村
研
一

は
、
黒
田
の
死
後
、
本
作
品
が
黒
田
の
ア
ト

リ
エ
に
か
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
回
想
し
な

が
ら
、
作
品
の
印
象
を
「
全
く
先
生
は
こ
の

図
の
通
り
日
本
人
に
珍
し
く
色
ツ
ヤ
の
よ
い

人
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
黒
田
と
の
交
流
を

「
こ
の
絵
を
見
な
が
ら
い
き
い
き
と
思
い
出

す
」
と
語
り
ま
し
た
。
生
前
の
黒
田
の
リ
ア

ル
な
姿
を
今
に
伝
え
る
、
真
に
迫
っ
た
表
現

で
す
。

 

（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
野
城
今
日
子
）

　
今
回
の
展
示
で
は
、伊い

興こ
う

経き
ょ
う

塚づ
か（

東
京
都
足

立
区
）
の
出
土
品
す
べ
て
を
、
明
治
12
年

（
1
8
7
9
）の
発
見
以
来
、初
め
て
一
堂
に
展

示
し
ま
す
。
出
土
品
に
は
、
甲
冑
の
兜
と
小こ

札ざ
ね

、
経き
ょ
う

典て
ん

を
納
め
る
鉄て
つ

製せ
い

経き
ょ
う

筒づ
つ

、
密
教
法
具

の
五ご

鈷こ

鈴れ
い
・
鋺わ
ん
・
台
皿
、太
刀
の
足
金
具
、銭

貨
、木
製
漆
塗
瓶へ
い

子し

が
あ
り
ま
す
。こ
の
う
ち
、

も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
が
兜
で
す
。
平
安

時
代
後
期（
11
世
紀
）に
製
作
さ
れ
た
貴
重
な

作
例
で
、
正
面
を
縦
長
の
鉄
板
で
矧は

ぎ
合
わ

せ
る
構
造
が
、古
墳
時
代
の
衝し
ょ
う

角か
く

付つ
き

冑か
ぶ
と

と
共

通
し
て
い
ま
す
。
経
塚
は
永
く
祈
り
が
残
る

こ
と
を
願
っ
て
経
典
な
ど
を
埋
納
し
た
遺
跡

で
す
が
、
当
館
で
も
こ
の
兜
と
鉄
製
経
筒
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
保
存
修
理
を
行
い
、昨

年
度
ま
で
に
完
了
し
ま
し
た
。 

（
山
本
亮
）

十二間星兜鉢
平安時代・11世紀
東京都足立区伊興経塚出土

　

平
成
館
考
古
展
示
室
で
3
月
23
日
よ
り
展
示

し
て
い
る
伊
興
経
塚
出
土
の
十
二
間
星
兜
鉢
は
、

現
存
最
古
級
か
つ
経
塚
出
土
品
と
し
て
は
国
内

唯
一
の
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

出
土
か
ら
約
１
４
０
年
を
経
て
保
存
修
理
さ
れ

た
の
を
機
に
本
作
品
の
調
査
研
究
に
取
り
組
み
、

小
さ
い
な
が
ら
も
重
要
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

兜
正
面
の
3
か
所
に
ふ
た
つ
並
ん
だ
小
穴
が
あ
っ

た
の
で
す
。
こ
の
小
穴
は
国
内
に
3
例
し
か
な
い

着
脱
式
の
鍬く

わ

形が
た

を
装
着
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
本
作
品
を
含
む
出
土
品
全

体
を
精
査
し
た
結
果
、
伊
興
経
塚
の
造
営
年
代
を

鎌
倉
時
代
後
〜
末
期（
13
世
紀
末
〜
14
世
紀
初
頭
）

に
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、
十
二
間
星
兜
鉢
を
所
持

し
、
伊
興
経
塚
を
造
営
し
た
の
は
、
武
蔵
武
士
の

足
立
氏
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

（
佐
藤
寛
介
）

調
査
研
究
に
よ
っ
て
文
化
財
の

価
値
や
評
価
が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す

博
物
館
の
重
要
な
使
命
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
調
査
研
究
」。
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

ト
ー
ハ
ク
の
調
査
研
究 

○11

　
力
強
い
筆

致
が
魅
力
的

な
法
華
経
の

名
品
。
黄お
う

麻ま

紙し

と
呼
ば
れ

る
薄
黄
色
に

染
め
ら
れ
た

紙
に
、
薄
い

墨
で
界
線
を

引
き
、
1
行
17
文
字
詰
め
で
経
文
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
き
っ
ち
り
と
形
が
整
え
ら
れ
た

奈
良
時
代
の
写
経
と
比
べ
る
と
、
わ
ず
か
に

自
由
さ
が
う
か
が
わ
れ
、
よ
り
勢
い
を
意
識

し
た
形
か
ら
、
平
安
初
期
前
後
に
書
写
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
当
館
が

所
蔵
す
る
明
治
5
年（
1
8
7
2
）の
『
古こ

器き

物ぶ
つ

目も
く

録ろ
く

』に
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て「
一

　
法ほ

花け

経き
ょ
う

　
用よ
う

明め
い

帝て
い

宸し
ん

筆ぴ
つ

　
箱は
こ

添ぞ
え

　
一
」と
あ
り
、

聖
徳
太
子
の
父
で
あ
る
用
明
天
皇
の
筆
と
し

て
伝
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
箱
添
」

と
あ
る
よ
う
に
、
同
じ
く
献
納
宝
物
の
木も
く

画が
の

箱は
こ（

奈
良
時
代
・
8
世
紀
）に
収
め
ら
れ
て
伝

来
し
ま
し
た
。 

（
三
田
覚
之
）

2020年12月調査の様子

自画像
黒田清輝筆　大正4年（1915）

（部分）

3
月
23
日（
火
）〜
5
月
23
日（
日
）

第
6
室
　
書
跡
―
法
隆
寺
伝
来
の
法
華
経
―

3
月
2
日（
火
）〜
5
月
23
日（
日
）

黒
田
記
念
室

3
月
23
日（
火
）〜
9
月
20
日（
月
・
祝
）

考
古
展
示
室

聖
徳
太
子
の
父
、
用
明
天
皇
の

宸
筆
と
し
て
伝
来

生
前
の
姿
を
伝
え
る
リ
ア
ル
な
表
現

伊
興
経
塚
の
出
土
品
が

初
め
て
一
堂
に

重
文
　
法ほ

華け

経き
ょ
う（

一い
ち

）

自じ

画が

像ぞ
う

十じ
ゅ
う

二に

間け
ん
の

星ほ
し

兜か
ぶ
と

鉢ば
ち

◎法華経（一）　
奈良～平安時代・8～9世紀

※本作品の調査については、下記「トー
ハクの調査研究⑪」でご紹介しています。

※ 調査研究の内容は「MUSEUM」689
号に掲載しています。
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総合文化展 ｜ 見どころ案内

※ は「博物館でお花見を」（→4ページ）関連作品です。　※　　は「博物館で動物めぐり」（→13ページ）関連作品です。

3-1

書
画
の
展
開

 

―
安
土
桃
山
・
江
戸

3-3

書
画
の
展
開

 

―
安
土
桃
山
・
江
戸

　

仏
教
の
美
術

―
平
安
〜
室
町

3-1

宮
廷
の
美
術

―
平
安
〜
室
町

3-2

禅
と
水
墨
画

―
鎌
倉
〜
室
町

3-3

茶
の
美
術

4

日
本
美
術
の
あ
け
ぼ
の

―
縄
文
・
弥
生
・
古
墳

1-1

仏
教
の
興
隆

―
飛
鳥
・
奈
良

1-2

国
宝
室

2

45

1-1

3-1

3-2

3-3

1-2 2

案内
 流れ 2階

（部分）

（部分）

（部分）

5/11㊋-6/13㊐

◉一
いっ

遍
ぺん

聖
ひじり

絵
え

     
巻
まき

第
だい

七
なな

　
法眼円伊筆　鎌倉時代・正安元年（1299）

3/16㊋-4/25㊐

 阿
あ

弥
み

陀
だ

聖
しょう

衆
じゅ

来
らい

迎
ごう

図
ず

鎌倉時代・14世紀

4/27㊋-5/23㊐

　  ◉十
じゅう

六
ろく

羅
ら

漢
かん

像
ぞう

（第
だい

十
じゅう

一
いち

尊
そん

者
じゃ

）
平安時代・11世紀

山中で、猿や
山羊から捧げ
ものをされる
羅漢が描かれ
ています

3/16㊋-4/25㊐

 　  雀
すずめ

の発
ほっ

心
しん

室町時代～安土桃山
時代・16世紀
美田悦子氏寄贈

　  ◎馬
ば

医
い

草
そう

紙
し

鎌倉時代・文永4年（1267）

4/27㊋-5/23㊐

　  ◎催
さい

馬
ば

楽
ら

抄
しょう

   平安時代・11世紀

-6/27㊐

火
か

焰
えん

型
がた

土
ど

器
き

縄文時代（中期）・前3000～前2000年　
伝新潟県長岡市馬高出土

-7/4㊐

　  瑞
ずい

花
か

狻
さん

猊
げい

方
ほう

鏡
きょう

奈良時代・8世紀　京都市西京区山田桜谷町出土
荒木音次郎氏寄贈

狻
さん

猊
げい

とは空想上の動物で、獅子の別名ともされます

3/23㊋-4/25㊐

薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

飛鳥～奈良時代・7～8世紀
和歌山県東牟婁郡那智勝浦町
那智山出土
北又留四郎氏他2名寄贈

　  ◎埴
はに

輪
わ

　猿
さる

古墳時代・6世紀
伝茨城県行方市大日塚古墳出土

子猿を背負い、愛おしい表情
が特徴的な母猿の埴輪です

3/16㊋-4/11㊐

◉虚
こ

空
くう

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

平安時代・12世紀

茫漠とした空間を
感じさせる描写
と、効果的な銀の
使用が魅力の作品
です

-4/25㊐

　  五
ご

彩
さい

桃
とう

果
か

宿
しゅっ

禽
きん

文
もん

皿
さら

中国・景徳鎮窯　明時代・17世紀
広田松繁氏寄贈

浅く彫り削って表された、中央の大
きな桃が印象的です

4/27㊋-7/18㊐

耳
みみ

付
つき

茶
ちゃ

入
いれ

 銘
めい

 於
お

大
だい

名
みょう

瀬戸　江戸時代・17世紀   塩原千代氏寄贈

3/16㊋-4/25㊐

　  ◎騎
き

獅
し

文
もん

殊
じゅ

図
ず

霊彩筆、龍崗真圭賛　室町時代・15世紀

4/27㊋-5/23㊐

　  葡
ぶ

萄
どう

栗
り

鼠
す

図
ず

元賀筆
室町時代・16世紀

葡萄の実をくわえたリスが、骸骨のような
奇怪な枝にとまっています（部分）

獅子に乗る文殊菩薩
を、流れるような美し
い筆線で描いています
（→6ページ）

わが子を蛇に食われた雀の小
こ

藤
とう

太
た

が、出家して諸国をめぐる物語です
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書
画
の
展
開

―
安
土
桃
山
・
江
戸

暮
ら
し
の
調
度

―
安
土
桃
山
・
江
戸

8-1

8-2

能
と
歌
舞
伎

9

浮
世
絵
と
衣
装

―
江
戸

10

武
士
の
装
い

―
平
安
〜
江
戸

5.6

屛
風
と
襖
絵

―
安
土
桃
山
・
江
戸

7

67

8-1

8-2

9 10

本館展示
   日本美術の

3・4・5月

浮世絵 衣装

4/27㊋-7/18㊐

　  染
そめ

付
つけ

子
こ

犬
いぬ

形
がた

香
こう

炉
ろ

平戸　江戸時代・19世紀

繊細な表情をつくる技術が見どころ。
三川内（平戸焼）得意の細工です

-4/25㊐

 瓢
ひさご

形
がた

酒
さけ

入
いれ

船田一琴作　江戸時代・天保14年（1843）

4/20㊋-5/30㊐

　  猿
えん

猴
こう

図
ず

狩野山雪筆
江戸時代・17世紀
植松嘉代子氏寄贈

墨の滲みなど高度
な技術に裏打ちさ
れた愛くるしい猿。
京都・妙心寺海福
院旧蔵です

3/9㊋-4/18㊐

 一
いち

行
ぎょう

書
しょ

「花
はな

開
ひらきて

万
ばん

国
こくの

春
はる

」
池大雅筆
江戸時代・18世紀
久世民榮氏寄贈

江戸中期を代表す
る文人画家池大雅
が、陽光あふれる
春の爛漫さを象徴
する句を草書で揮
毫したものです

4/27㊋-6/27㊐

　  長
ちょう

絹
けん

 茶
ちゃ

地
じ

藤
ふじ

蝶
ちょう

模
も

様
よう

奈良・金春家伝来　江戸時代・18世紀

女神や天女など、女性役に用いられる上衣。
舞い姿が美しいです（→6ページ）

3/2㊋-4/25㊐

 　  唐
から

織
おり

 金
きん

紅
べに

段
だん

枝
し

垂
だれ

桜
ざくら

尾
お

長
なが

鳥
どり

模
も

様
よう

上杉家伝来
江戸時代・18世紀

4/13㊋-5/9㊐

　  犬
いぬ

を戯
じゃ

らす母
ぼ

子
し

鈴木春信筆
江戸時代・18世紀

母と子、そして飼い犬と
が触れ合うさりげない日
常を優しく描いています

3/2㊋-4/25㊐

 小
こ

袖
そで

 紅
べに

綸
りん

子
ず

地
じ

雪
ゆき

持
もち

笹
ざさ

桜
さくら

模
も

様
よう

江戸時代・17世紀

3/16㊋-4/11㊐

 飛
あす

鳥
か

山
やま

図
ず

  鍬形蕙斎筆  江戸時代・19世紀

徳川吉宗が桜の木を植えてお花見の行楽地
になった飛鳥山を描いています

4/27㊋-6/27㊐

　  袱
ふく

紗
さ

 
紅
べに

縮
ちり

緬
めん

地
じ

桜
さくら

瀧
たき

鯉
こい

模
も

様
よう

江戸時代・19世紀

瀧に鯉が昇ると龍になる
という中国の故事から
「登竜門」という言葉が生
まれました

4/20㊋-7/11㊐

◉太
た

刀
ち

　福
ふく

岡
おか

一
いち

文
もん

字
じ

助
すけ

真
ざね

鎌倉時代・13世紀

紀州徳川家に伝来した福岡一文字助真の傑作。
華麗な刃文が見どころです

3/9㊋-4/18㊐

 大
おお

原
はら

御
ご

幸
こう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

長谷川久蔵筆
安土桃山時代・16世紀

『平家物語』終盤の名
場面。草木の繊細な
描写が、建礼門院の
儚げな境遇と共鳴して
います4/20㊋-5/30㊐

　  許
きょ

由
ゆう

巣
そう

父
ほ

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

久隅守景筆　江戸時代・17世紀

探幽四天王と謳われた守景が、栄達を嫌う理想
の高士の話を描いています

4/13㊋-7/4㊐

　  紫
むらさき

裾
すそ

濃
ご

威
おどしの

筋
すじ

兜
かぶと

江戸時代・18世紀　松平直亮氏寄贈

金色の龍が飾られたデラックスな兜です
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総合文化展 ｜ 見どころ案内

※ は「博物館でお花見を」（→4ページ）関連作品です。　※　　は「博物館で動物めぐり」（→13ページ）関連作品です。

歴
史
の
記
録

15

特
集

14

陶
磁

13-3

刀
剣

13-2

金
工

13-1

漆
工

12

彫
刻

11

13-2

13-1

13-3

12

14

11

15

案内
 展示 1階

（内藤新宿部分）

-5/9㊐

　  ◎十
じゅう

二
に

神
しん

将
しょう

立
りゅう

像
ぞう

（巳
し

神
しん

）
京都・浄瑠璃寺伝来
鎌倉時代・13世紀

十二神将のうちの巳神。
鋭い目つきは威嚇するヘビ
を思わせます

　  ○獅
し

子
し

牡
ぼ

丹
たん

平
ひょう

文
もん

鞍
くら

　室町時代・16世紀

武骨で豪放、実戦用の鞍装飾。とぼけたよ
うで真剣な獅子の姿を描きます

3/9㊋-5/30㊐

 ◎比
ひ

良
ら

山
さん

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

塩見政誠作
江戸時代・18世紀

3/23㊋-6/20㊐

金
こん

銅
どう

火
か

舎
しゃ

平安時代・12世紀

　  五
ご

具
ぐ

足
そく

村田整珉作　江戸時代・19世紀
香炉・華瓶・燭台のセット。
鶴亀や麒麟など吉祥の動物が
あしらわれています

-3/21㊐
「おひなさまと日本の人形」

3/23㊋-6/6㊐
「鳥獣戯画展スピンオフ
 動物表現の古今東西」

-5/9㊐

 色
いろ

絵
え

桜
おう

樹
じゅ

図
ず

透
すかし

鉢
ばち

仁阿弥道八作
江戸時代・19世紀

3/2㊋-5/23㊐

◉太
た

刀
ち

　伯
ほう

耆
き

安
やす

綱
つな

（名
めい

物
ぶつ

　童
どう

子
じ

切
ぎり

安
やす

綱
つな

）　平安時代・10～12世紀

酒呑童子という鬼を斬ったという伝説をもつ伯耆安綱の代表作です

犬
いぬ

筥
ばこ

江戸時代・19世紀

とても可愛い犬形の箱。お産
のお守りであり、雛道具として
も飾られました（→5ページ）

　  色
いろ

絵
え

琴
きん

高
こう

仙
せん

人
にん

図
ず

鉢
はち

伊万里　江戸時代・17～18世紀

鯉の背に乗って水中から現れる琴高
仙人が、いきいきと描かれています

3/9㊋-5/30㊐

　  松
しょう

上
じょう

鷹
たか

図
ず

鐔
つば

志水甚五作　江戸時代・17世紀
川田龍吉氏寄贈

-4/11㊐

◎甲
こう

州
しゅう

道
どう

中
ちゅう

分
ぶん

間
けん

延
のべ

絵
え

図
ず

道中奉行所編　浅草文庫旧蔵
江戸時代・文化3年（1806）

内藤新宿から甲州街道をたどる、
江戸幕府が作成した街道図です

4/13㊋-6/6㊐

　  禽
きん

譜
ぷ

　水
すい

禽
きん

1
堀田正敦編
江戸時代・18～19世紀写

5/11㊋-8/29㊐

吉
きち

祥
じょう

天
てん

立
りゅう

像
ぞう

京都府亀岡市・大宮神社伝来
平安時代・10世紀

　  藍
らん

釉
ゆう

兎
うさぎ

中国
唐時代・8世紀
横河民輔氏寄贈

前脚を立てるのはノウサギの特徴。
野性味のある精悍な顔立ちです
（→13ページ）
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※会期等は今後変更する場合があります。

ア
イ
ヌ
と
琉
球

16

近
代
の
美
術

18

① 3月16日㊋～4月11日㊐

◉虚
こ

空
くう

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

平安時代・12世紀

② 4月13日㊋～5月9日㊐

◉三
さん

宝
ぼう

絵
え

詞
ことば

鎌倉時代・文永10年（1273）

③ 5月11日㊋～6月13日㊐

◉一
いっ

遍
ぺん

聖
ひじり

絵
え

　巻
まき

第
だい

七
なな

法眼円伊筆　鎌倉時代・正安元年（1299）

④ 6月15日㊋～7月11日㊐

◉寛
かん

平
ぴょうの

御
おん

時
ときの

后
きさいの

宮
みやの

歌
うた

合
あわせ

伝宗尊親王筆　平安時代・11世紀

⑤ 7月13日㊋～ 8月1日㊐

◉平
へい

治
じ

物
もの

語
がたり

絵
え

巻
まき

 六
ろく

波
は

羅
ら

行
ぎょう

幸
こうの

巻
まき

鎌倉時代・13世紀　松平直亮氏寄贈 

⑥ 8月3日㊋～9月5日㊐

◉山
せん

水
ずい

屛
びょう

風
ぶ

鎌倉時代・13世紀　京都・神護寺蔵

⑦ 9月7日㊋～10月3日㊐

◉十
じゅう

二
に

天
てん

像
ぞう

（羅
ら

刹
せつ

天
てん

）
平安時代・9世紀　奈良・西大寺蔵

⑧ 10月5日㊋～10月31日㊐

◉伝
でん

藤
ふじ

原
わらの

光
みつ

能
よし

像
ぞう

鎌倉時代・13世紀　京都・神護寺蔵

⑨ 11月2日㊋～11月28日㊐

◉秋
あき

萩
はぎ

帖
じょう

伝小野道風筆　平安時代・11～12世紀

⑩ 11月30日㊋～12月25日㊏

◉白
はく

氏
し

詩
し

巻
かん

藤原行成筆　平安時代・寛仁 2年（1018）

⑪ 2022年1月2日㊐～1月16日㊐

◉松
しょう

林
りん

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

長谷川等伯筆　安土桃山時代・16世紀

⑫ 2022年1月18日㊋～2月13日㊐

◉十
じゅう

六
ろく

羅
ら

漢
かん

像
ぞう

（第
だい

三
さん

尊
そん

者
じゃ

）
平安時代・11世紀

⑬ 2022年2月15日㊋～3月13日㊐

◉十
じゅう

二
に

天
てん

像
ぞう

（水
すい

天
てん

）
平安時代・9世紀　奈良・西大寺蔵

⑭ 2022年3月15日㊋～4月10日㊐

◉十
じゅう

六
ろく

羅
ら

漢
かん

像
ぞう

（第
だい

十
じゅう

六
ろく

尊
そん

者
じゃ

）
平安時代・11世紀

2021年度の 総合文化展

国宝室（本館2室）の予定

注目の企画

「博物館でアジアの旅」　9月7日㊋～10月10日㊐

「博物館に初もうで」　2022年1月2日㊐～1月30日㊐

「博物館でお花見を」　2022年3月15日㊋～4月10日㊐

1617

19 20

18

本館展示
  ジャンル別

3・4・5月

① 部分

② 部分

③ 部分

⑤ 部分

⑨ 部分

⑩ 部分

⑪ 部分

⑫ 部分

4/13㊋-6/20㊐

　  簪
かんざし

沖縄本島　
第二尚氏時代・19世紀

龍の首をつけ、軸部
に唐草などの文様を
打ち出した特別な 
簪です

-5/9㊐

　  精
せい

華
か

吉田博筆
明治42年（1909）
吉田ふじを氏寄贈

3/16㊋-5/9㊐

京
きょう

の舞
まい

妓
こ

速水御舟筆　大正9年（1920）

着物や畳など、質感に執着した細密
描写が注目された作品です

3/2㊋-4/11㊐

シントコ（行
ほ

器
かい

）
北海道アイヌ（厚岸）
19世紀　徳川頼貞氏寄贈
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＊ 事前申込プログラムにお申込みいただいた方には、当落に関わらずご連絡します。

　受講可否についてご不明な点がございましたら、お電話でお問合せください。

　TEL：03-3822-1111（代）

＊ 各種催し物にご応募の際にご提供いただいた個人情報は、当該の目的にのみ
使用させていただきます。終了後はすみやかに破棄します。

＊インターネットからのお申込みができない方は、お電話でお問合せください。

※ 掲載されている催し物につきましては、今後、予告なく変更・中止する
場合がございます。当館ウェブサイト等でご確認ください。また、動画
配信については、公開済、公開予定のコンテンツを掲載しています。

 お知らせ
講演会等を動画配信しています
ご自宅等でお楽しみいただけるよう
YouTubeで動画を配信しています。

オンライン

月例講演会
「仁清作色

いろ

絵
え

月
げつ

梅
ばい

図
ず

茶
ちゃ

壺
つぼ

―半分青く、半分赤い」
講師：今井敦（博物館情報課長）
当館が所蔵する仁清の代表作「色
絵月梅図茶壺」をよく観察すること
によって浮かび上がってくる、制作に
隠された秘密についてお話しします。

「白
はく

描
びょう

図像―祈りと魂の描線―」
講師： 古川攝一（絵画・彫刻室研究員）

沖松健次郎（絵画・彫刻室長）
仏の姿を図示したものを図像とい
います。白描という線が主体の表
現手段で描かれました。間違いが
許されない一発勝負の図像の魅力
をお話しします。

オンライン

ギャラリートーク
「世界と出会った江戸美術」
講師： 鷲頭桂（絵画・彫刻室主任研究員）

猪熊兼樹（特別展室長）

江戸時代は、日本と外国との往来
が制限されていましたが、さまざま
な美術品や情報が海を渡りました。
異国との交流の様子を映しだす、貴重な品々をご紹介します。

「博物館に初もうで  ウシにひかれてトーハクまいり」
講師：高橋真作      
（文化財活用センター企画担当研究員）

牛にまつわる豊かな歴史と造形につ
いて、クイズ形式で解説します。

充実の動画ラインナップ！
ほかにもあり

ます！

装飾古墳入門
九州のローカルな古墳文化とされ
てきた装飾古墳について、河野一
隆（調査研究課長）が 4回にわたっ
て解説するシリーズが完結。最終
回は、装飾古墳と洞窟絵画はどの
ように描かれたのか、また、描き
方などに共通点はあるのかを紐解
きます。

東京国立博物館
YouTubeチャンネル

十六善神図像　玄証筆　高山寺伝来
平安時代・治承3年（1179）
松永安左エ門氏寄贈
5月25日（火）～7月4日（日）まで
本館3室にて展示

第 4回のテーマは「装飾古墳は洞
窟絵画と関係があるのか？」です。

特別展「きもの  KIMONO」開催記念国際シンポジウム 
「日本文化としての『きもの』を考える」
当館で開催を予定していた国際シ
ンポジウムを、新型コロナウイル
ス感染症予防および拡散防止のた
め、動画で配信します。切畑健氏
（京都国立博物館名誉館員）による
基調講演をはじめ、日本国内および海外できもの文化を研究して
きた５人のパネリストによる研究発表を全６回に分けてご紹介し
ます。　公開期限：2023年 3月末まで

 オンラインワークショップ
事前申込制

オンラインファミリーワークショップ
「びょうぶをつくる」
今回のプログラムは、ご自宅などからオンラインでご参加いただ
くワークショップです。事前に送付される専用のキットを使って、
自分だけの屛

びょう

風
ぶ

を作ります。屛風の構造や、昔の人がどうやって
屛風を使っていたのかがわかると、見る楽しさもぐっと広がります。

日時： 5月15日（土） ① 10：00～12：00　② 14：00～16：00  
5月16日（日） ③ 10：00～12：00　④ 14：00～16：00

使用ツール：Zoom

※当選された参加者の方には当日のアクセス先をメールでお送りします。
※安定的な通信環境でのご参加をおすすめします。
※ カメラとマイク付きの PCや iPadなどのタブレットを使用してください。
スマートフォンは不可。
対象： ①③小学 1年生～小学 3年生のお子さんと保護者のペア

②④小学 4年生～小学 6年生のお子さんと保護者のペア
定員：各回 10組 20名（応募者多数の場合は抽選）

参加費：無料

申込方法：当館ウェブサイトのフォームからお申込みください。

申込締切：4月14日（水）

お問合せ：TEL：03-3822-1111（代）教育普及室
※1組でひとつ、作品をつくります。
※ 当選された参加者の方には、申込締切日から 2週間以内に材料のキット
を事前送付いたします。ご家庭で事前に行う準備作業があります。

厚紙を貼り合わせてミニ屛風をつくり、
絵も自分で描きます。

2枚のパネルがつなぎ合わされている「紙
かみ

蝶
ちょう

番
つがい

」という仕組みを
自分でつくれるのよ！

教 育 普 及 事 業
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博物館で
動物めぐり

      特集

鳥
ちょう

獣
じゅう

戯
ぎ

画
が

展
てん

ピンオフ
動
どう

物
ぶつ

表
ひょう

現
げん

古
こ

今
こん

東
とう

西
ざい

本館14室、特別1室、特別2室　3月23日（火）～6月6日（日）
　本特集は、平成館で開催される特別展「国宝 鳥獣戯画のすべて」
の関連企画です。兎や蛙が人間さながらに遊びに興じるあの絵巻と
いえば、わかるひとも多いのではないでしょうか。しかしいったい動
物たちは何をやっているのでしょう？ 動物にこめられた意味は？ ま
た、この絵巻が描かれた意図は？ まだまだ謎だらけの絵巻「鳥獣戯
画」を深掘りして、その魅力に迫ります。 （皿井舞）

平成館 企画展示室　4月27日（火）～5月30日（日）
　本特集は、東京都恩賜上野動物園、国立科学博物館と当館の3館園
連携で行う「上野の山で動物めぐり」の企画です。今回のテーマは、「動
物のうごき」です。
　動物の躍動的なうごきを表現した作品や、昔話に登場するおなじみの
動物がひとのようなうごきをしている作品に注目します。魅力的なうごき
を見せる動物たちの姿をお楽しみください。 （阿部楓子）

動
どう

物
ぶつ

うご
流
りゅう

行
こう

鮹
だこ

の遊
あそ

び
歌川国芳筆　  
江戸時代・19世紀
江戸時代の人々の間で流行したも
のを蛸でユーモラスに表現してい
ます

遊び心いっぱいに 
描かれたタコ達

金と銀が織りなす 
美しいシカの疾走

金
きん

彩
さい

銀
ぎん

壺
こ

「山
やま

背
せ

」
増田三男作　平成2年（1990）
風になびく銀色の草の表現から、金色
の鹿たちのスピードが感じられます

 14室 

兎
うさぎ

形
がた

香
こう

油
ゆ

壺
つぼ

伝ギリシャ出土　  
前6世紀前半　  
谷村敬介氏寄贈
奉納品だったのでしょうか。
ジビエとしての兎が表現さ
れています

躍動感溢れる見事な造形

飛
ひ

鷹
よう

葛飾北斎筆　江戸時代・19世紀
1匹の鷹が、風に身を任せて大空を
悠 と々飛んでいます

得意顔で見事な 
羽ばたきをアピール

ギャラリー

親と子の

特集

微笑ましい  
幻想的な風景

 特別 2室 

月
げっ

宮
きゅう

八
はち

稜
りょう

鏡
きょう

中国　唐時代・8世紀
仙薬をつく兎と蛙。東アジアで 
長く親しまれる月世界の情景です

太陽の紅炎を 
纏
ま と

ったような  
龍の背びれ

博物館で
動物めぐり
博物館で
動物めぐり

この春トーハクでは、特別展「国宝 鳥獣戯画のすべて」（本誌2ページ）をはじめ、本館、東
洋館、平成館考古展示室の各展示室でも動物作品をモチーフにした展示をします（※本誌8
～11ページ掲載以外も展示します）。さらに下記の特集でもさまざまな動物の作品をご紹介し
ます。かわいい動物、リアルな動物、なかには「これも動物？」と思うような作品があるかもし
れません。トーハクでの動物めぐりで新たな発見やお気に入りの動物に出会えますように。

博物館で
動物めぐり
博物館で
動物めぐり

本号のトピック

 特別 1室 

獣
じゅう

形
ぎょう

帽
も

額
こう

縮
しゅく

図
ず
　

吉田静峯模、森田亀太郎彩色
大正4年（1915）11月25日摸、大正5年（1916）彩色  ※会期中巻替えあり

日輪にむかって駆ける瑞獣を描いた幕の図案。即位礼の際、大極殿や紫宸殿にかけられました

（部分）

※　　は「博物館で動物めぐり」関連作品です。
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東洋館別棟1階「ホテルオークラレストラン ゆりの木」は当面の間、営
業開始時間を以下の通り変更いたします。何卒ご了承ください。
営業時間 11：00～17：00（ラストオーダーは16：20）
※詳細は東京国立博物館ウェブサイト（ https://www.tnm.jp/modules/r_

free_page/index.php?id=124）をご覧ください。

レストラン情報

展示室の一部を以下の通り閉室します。
東洋館地下1階11・12・13室：2021年5月10日（月）～ 7月5日（月）
※上記期間中、東洋館地下1階TNM & TOPPAN ミュージアムシアターは開場
いたします。

閉室情報

東京都美術館で開催中の特別展「没後70
年 吉田博展」と当館所蔵の吉田博の作品お
よび同時代に活躍した黒田清輝の作品を紹
介する音声ガイドを東京都美術館と共同で
開発しました。スマートフォン・タブレット・
PCで無料にてお聴きいただ
けます。ぜひ両館の展示とあ
わせてお楽しみください。
利用可能期間：2021年3月
28日（日）まで

トーハク×都美 連携で音声ガイドをつくりました

ダウンロードはこちら

2021年4月より会員制度および賛助会員制度を改定いたします。
2020年4月の総合文化展観覧料の改定に伴い、会員の皆様に今後も
当館に繰り返しご来館いただけるよう特典の見直しを行います。また、
賛助会会員の皆様には当館の貴重なコレクションを次世代に確実に継
承するべく、財務基盤へのご支援をお願いいたします。これからも皆様
に当館の活動に親しんでいただけるよう努めてまいりますので、ご理解・
ご協力のほど、何卒よろしくお願いいたします。改定内容の詳細につき
ましては、当館ウェブサイトおよび館内配布チラシをご確認ください。
※現行の会員制度は2021年3月31日（水）をもって申込受付を終了いたします。

2021年3月31日（水）までに発行された会員証をお持ちの方は、有効期限内は
ご入会時の制度の特典をご利用いただけます。

東京国立博物館会員制度および
賛助会員制度改定のご案内（2021年4月1日〈木〉）

文化財防災セミナー
「共に助け合う地域・ミュージアム」開催

「冬木小袖」修理プロジェクト

重要文化財「小袖 白綾地秋草模様」（通称「冬木小袖」）修理のため
にご寄附を募る本プロジェクトは、2020年12月末までに8,447,105
円のご厚志をいただきました。深く御礼申し上げます。目標金額は
15,000,000円です。引き続きあたたかいご支援をお待ちしております。

『「冬木小袖」修理プロジェクト』中間報告

漆蒔絵の箸置きなど寄附金額ごとに返礼品をご用意
しています（詳細はウェブサイトをご確認ください）。

手ぬぐいをプレゼント

2020年9・10・11月号でご紹介した伊藤若冲自画自刻の「玄
げん
圃
ぽ
瑤
よう
華
か
」を

使用したポスターデザインを手ぬぐいにしました。こちらを10名様にプ
レゼントします。締切は2021年6月10日（木）必着。

＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、ならびにこ
の号で一番おもしろかった記事をご記入のうえ、下記までお送りくだ
さい。発表は発送をもって代えさせていただきます。
※手ぬぐいは1種類（鳳仙花）のみです。販売はしていません。

〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館 広報室「ニュース3・4・5月号」プレゼント係

2020年12月11日（金）、東京国立
博物館、九州国立博物館、文化財
防災センターとの共催により「文化
財防災セミナー『共に助け合う地
域・ミュージアム』」を開催しました。
新型コロナウイルス感染症拡大防
止の観点からオンライン開催となり
ましたが、全国各地から多くの自治体職員や学芸員の皆様にご参加い
ただきました。セミナーでは、令和元年東日本台風による博物館等の
被災状況およびその救援活動について報告があり、参加者から高い関
心が寄せられました。今後も文化財防災センターや関係機関と連携し
ながら、博物館等の防災対策の強化に向けて取り組んで参ります。

第7回北米欧州ミュージアム日本美術専門家交流事業開催

2021年1月末から2月にかけて、
米欧の博物館の日本美術担当学
芸員との交流事業をオンラインで
開催しました。国際シンポジウムで
は「日本美術がつなぐ博物館コミュ
ニティー ウィズ／ポスト・コロナ時
代の挑戦」と題し、東京都庭園美
術館の樋田豊次郎館長による基調講演に続き、このコロナ禍で学芸員
がどのように活動しているか、一気に拡がったデジタルデータの活用も
含めて発表がありました。専門家会議もZoomを介し欧米の学芸員と
繫いでオンライン開催、また文化財取扱研修、エクスカーションは動
画配信としました。地域・国際間の移動制限がある中、遠方の方々にも
ご参加いただくことができ、リモートならではの良い面もありました。

樋田館長講演のライブ配信の様子

川崎市市民ミュージアムの台風被害に関す
る講演の様子

TNM & TOPPAN ミュージアムシアター

VR作品『洛中洛外図屛風　舟木本』
2021年 4月11日（日）まで
東京国立博物館が所蔵する国宝「洛中洛
外図屛風（舟木本）」には、豊臣家が滅びる
直前の京都の様子、そしてそこに暮らす
2,500人にもおよぶ人々の姿が活写されて
います。実物鑑賞では見えづらい花見席の
重箱や、二条城の台所など「食」から広が
る400年前の京の世界を、バーチャルリア
リティでのぞいてみませんか。
料金：一般・大学生・高校生600円、小学生・中学生300円、未就学児・
障がい者とその介護者各１名は無料（1作品/1回あたり）、別途入館料が
必要です。開演時間までにチケットをお買い求めください（当日券のみ）。
〔予告〕VR作品『鳥獣戯画 超入門！』
4月14日（水）～7月11日（日）（予定）
※所要時間 各約35分です。
※演目・スケジュール・定員は、都合により変更となる場合がございます。
※詳細はウェブサイト（http://www.toppan-vr.jp/mt/）をご覧ください。
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3月 4月 5月

休 館日 1日、8日、15日、22日 5日、12日、19日、26日 10日、17日、24日、31日

※3月29日（月）、5月6日（木）は臨時開館いたします。
※開館時間、休館日等の最新情報は東京国立博物館ウェブサイトをご覧ください。

 3・4・5月の休館日情報 

◆ 東京国立博物館利用案内
総合文化展観覧料金　一般1,000円、大学生500円
● 入館はオンラインでの事前予約制（日時指定券）となります。
〔入館可能時間〕9：30～12：30、12：30～16：30、  
　　　　　　　16：30～20：30（夜間開館実施日のみ）

　※滞在時間の制約はありません。
● 障がい者とその介護者1名は無料。満70歳以上、
高校生以下および18歳未満の方は無料
● 国際博物館の日（5月18日〈火〉）、敬老の日（9月20日〈月・祝〉）、
文化の日（11月3日〈水・祝〉）は、総合文化展のみ観覧無料

詳細は東京国立博物館ウェブサイトをご覧ください。

ご注意 以下の賛助会員制度および会員制度は、窓口では2021
年3月31日（水）まで、ウェブサイト・郵便振替・銀行振込では
2021年3月15日（月）までお申込みいただけます（システム移行
作業のため、締め切りが早くなっております）。4月1日（木）以降、
制度内容が変更となりますので、詳細および申込方法は、当館
ウェブサイトや館内配布チラシをご確認ください。

◆  東京国立博物館賛助会員募集のご案内
（2021年3月31日〈水〉まで）
博物館事業の充実のための支援制度です。

【主な特典】  特別展内覧会へのご招待 など
【年  会  費】  〈団体〉プレミアム会員 1,000万円以上、特別会員 

100万円（1口）・維持会員 20万円、〈個人〉プレミ
アム会員 100万円以上、特別会員 20万円・維持会
員 5万円

【申込方法】  当館窓口、当館ウェブサイト（クレジットカード決
済）、銀行振込

◆  東京国立博物館会員制度
（2021年3月31日〈水〉まで）
東京国立博物館では、皆様のニーズに合わせて各種会員制度をご用
意しております。

友の会 　

発行日から1年間有効　年会費：8,000円

【特　　典】  東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合文化展・
平常展を何度でも観覧可能。東京国立博物館の特別
展観覧券を6枚と、本誌の定期購読、ショップ、レス
トラン割引等さまざまな特典があります。

メンバーズプレミアムパス 　

発行日から1年間有効　年会費：一般5,000円、学生3,500円

【特　　典】  東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合文化展・
平常展を何度でも観覧可能。東京国立博物館の特
別展観覧券を4枚提供します。

国立博物館メンバーズパス（4館共通）
発行日から1年間有効　年会費：一般2,000円、学生1,000円

【特　　典】  東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合文化展・
平常展を何度でも観覧可能。

ニュース会員
東京国立博物館ニュースの定期購読　年会費：1,000円（1年分）

【特　　典】  東京国立博物館ニュースを1年分ご自宅に送付いた
します。メンバーズプレミアムパスとの同時申込みで
100円割引（2020年6月より年4回発行となりました）。

＊次号より送付ご希望の場合、締切は2021年5月10日（月）です。

〇申込方法
1. 会員専用窓口

　当館正門前の会員専用窓口で即日発行いたします　
　（現金またはクレジットカード）。
2. ウェブサイト

　 専用申込フォームからお申込みください（クレジットカードまた
は郵便振替〈振替用紙を送付〉）。

3. 郵便振替

● 振替用紙に①種別（友の会、プレミアムパス、4館共通、ニュー
ス）、②区分（一般、学生）、③氏名（ふりがな）、④郵便番号、
⑤住所、⑥電話番号、⑦年齢、⑧性別、⑨メールアドレス（メー
ルマガジン希望者のみ）を通信欄にご記入の上、下記口座まで
お振替ください。
　加入者名：東京国立博物館会員制度
　口座番号：00140-3-791791
● 振替用紙の半券が領収書になります。有効期限終了まで保管
してください。
●  振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで、2週間程度かかり
ます。

＊ 一度納められた料金の払い戻しはいたしません。
＊ お申込みに際してご提供いただいた個人情報は、当該目的にのみ
使用させていただきます。当館は個人情報に関する法令を遵守し、
適正な管理・利用と保障に万全を尽くします。

最新情報は、ウェブサイト、Facebook、   
Twitter、Instagram、メールマガジンで！

東京国立博物館ウェブサイト    
https://www.tnm.jp/

 

◉お問合せ
　電話 03-3822-1111（代）／ FAX 03-3821-9680  
　総務課渉外開発担当 
　＊月～金曜日の9：30 ～17：00（土日・祝休日は除く）



　
毛
む
く
じ
ゃ
ら
な
男
が
、
片
肌

脱
い
で
酒
樽
に
肘
を
つ
い
て
い
る
。

飲
み
す
ぎ
た
の
か
、
う
つ
ら
う
つ

ら
と
眠
気
に
誘
わ
れ
、
夢
を
見
て

い
る
よ
う
で
す
。
吹
き
出
し
で
描

か
れ
た
夢
で
は
、
腹
掛
け
を
し
て

鉞ま
さ
か
り

を
手
に
し
た
子
ど
も
が
、
熊
を

懲
ら
し
め
て（
？
）い
ま
す
。
背
景

に
は
滝
が
あ
り
、
雲
が
沸
き
立
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
山
奥

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
子
が
、「
ま
さ
か
り
か
つ
い

で
　
き
ん
た
ろ
う
　
く
ま
に
ま
た

が
り
　
お
う
ま
の
け
い
こ
」と
い
う

童
謡
で
よ
く
知
ら
れ
た
足あ
し

柄が
ら

山や
ま

の

金
太
郎
。「
わ
ん
ぱ
く
で
も
い
い
か

ら
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
親
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
、

五
月
人
形
な
ど
の
題
材
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昔
話
の
桃
太
郎
や
一
寸
法

師
は
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん

に
育
て
ら
れ
、
大
人
に
な
っ
て
鬼
退

治
を
し
ま
す
が
、「
金
太
郎
」
が
ど

う
な
っ
た
か
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
金
太
郎
は
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

の
山や
ま

姥ん
ば

に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
お

父
さ
ん
は
雷
神
の
化
身
、
赤
い
龍
。

だ
か
ら
、
金
太
郎
は
体
が
赤
く
力

持
ち
。
赤
龍
は
お
酒
が
好
き
だ
っ

た
ら
し
い
の
で
、
金
太
郎
も
酒
好

き
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

金
太
郎
が
酒

を
飲
ん
で
い

る
絵
も
あ
り

ま
す
。

　
山
奥
で
動

物
た
ち
と
暮

ら
し
て
い
た

金
太
郎
は
、
大
江
山
の
鬼
退
治
で

知
ら
れ
る
武
将
源
頼
光
に
見
い
だ

さ
れ
て
坂
田
金
時
と
名
を
改
め
て

家
来
に
な
り
ま
す
。
吹
き
出
し
の

中
で
描
か
れ
て
い
る
金
太
郎
は
、

頼
光
四
天
王
の
一
人
と
し
て
活
躍

し
た
勇
猛
な
武
将
、
金
時
の
子
ど

も
時
代
の
姿
だ
っ
た
の
で
す
。
金

太
郎
は
史
実
と
物
語
が
な
い
ま
ぜ

に
な
っ
た
不
思
議
な
伝
説
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　
眠
気
に
誘
わ
れ
た
男
の
着
物
に

は「
金
」の
文
字
が
あ
り
、
こ
れ
が

金
時
の
姿
だ
と
わ
か
り
ま
す
。
正

月
の
輪
飾
り
を
つ
け
た
酒
樽
、
傍

ら
に
は
宝
船
の
摺
物
が
置
か
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
金
時
の
初
夢
。
過

ぎ
去
っ
た
昔
、
子
ど
も
時
代
を
懐

か
し
く
思
い
出
し
て
い
る
姿
で
す
。

　
健
や
か
な
成
長
を
願
う
親
の
愛

情
が
込
め
ら
れ
た
姿
は
、吉
祥
テ
ー

マ
と
し
て
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
金
太
郎
は
、
山
姥
の
優

し
い
姿
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
、
鳥と
り

居い

清き
よ

長な
が

や
喜き

多た

川が
わ

歌う
た

麿ま
ろ

に
よ
っ
て

数
多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

絵
に
は
、
立
身
出
世
の
夢
だ
け
で

な
く
、
老
い
を
感
じ
て
少
し
疲
れ

た
人
物
が
、
若
い
と
い
う
こ
と
が

夢
で
あ
る
と
懐
か
し
ん
で
い
る
姿

に
も
見
え
ま
す
。 

（
田
沢
裕
賀
）
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幼時を夢見る坂田金時   鳥居清長筆　江戸時代・18世紀

子どもに見せたい初夢ではなく、 
だれが見たい初夢なのでしょうか

2021年3月・4月・5月号

幼
よう

時
じ

を夢
ゆめ

見
み

る坂
さか

田
たの

金
きん

時
とき

2021年4月13日（火）～5月9日（日）
本館10室

夢？それとも回想？若き日を回顧する金時

表   紙  の 名  品  

（部分）


